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アレルギー学会専門医：13名
小児アレルギーエデュケーター：8名
アレルギー疾患療養指導士：22名

福岡県アレルギー疾患医療拠点病院



福岡病院アレルギーセンターの取り組み
①情報提供
HPの充実：医療機関検索・花粉情報・移行期医療ほか
SNS・市民向けの教室開催
② アレルギー相談窓口
③医療者向け講習会
④出前講座・エピペン講習
⑤両立支援事業
1．就労支援
2．大学生対象の相談事業
3．小中高校生の就学支援事業



アレルギーセンターホームページ

•掲載内容
•アレルギー疾患解説
•スキンケア解説
•講演会・講習会情報
•医療機関検索システム
•花粉情報
•相談窓口
•食物アレルギーレシピ
•新型コロナウイルスワクチン情報
•選定療養費制度情報

•随時更新

ホームページ



医療機関検索システムの構築

福岡県内アレルギー診療可能な医療機関調査

 従前より県内アレルギー専門医の検索に苦慮

 容易に検索可能なシステムの構築の必要性

 県内医療機関に対して、アレルギー疾患に対する診療可否調査実施

 アレルギー疾患に対する診療可能医療機関リスト作成

 医療機関検索システム完成は令和４年度



福岡県HPより

アレルギー学会専門医在籍の医療機関

18施設

41施設

8施設

３施設



医療機関検索システムの構築

アレルギー診療可能な医療機関検索システム

 令和３年度に福岡県に登録された4000近い医療機関にアレルギー疾患診療可否のアンケートを実施

 アンケート結果をもとに、常勤アレルギー専門医の有無、地域、疾患名、入院可否、対応可能な治療・検査等
各項目で医療機関を選択できるシステムを構築



成人期の食物アレルギー診療に関する検索機能の追加

成人期のアレルギー診療可能な医療機関検索システム

 令和5年度にアレルギーセンターHPに掲載されている医療機関に成人期の食物アレルギーに関してのアンケート
調査を実施

 アンケート結果をもとに、成人期（小児発症と成人発症）の食物アレルギーを相談できる医療機関を選択でき
るシステムを構築



小児期からの食物アレルギー受け入れ施設

福岡県HPより

24施設
9施設

6施設

2施設
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当院における成人期の食物アレルギー診療の実態

2020年4月から2023年12月に診療した食物アレルギーの患者

323例

All 小児発症 成人発症

男性/女性 137/186 48/50 89/136

平均年齢(中央値(25%,75%)） 27(19,4) 19(16,25) 33(24,48)

今後、福岡病院アレルギー科を中心に連携できる体制を整えていきたい



花粉情報センターの設置

花粉症情報センターの設置

背
景

花粉症は社会問題であるとの認識に
基づき、国策として、省庁横断的な花
粉症対策を推進中

福岡病院アレルギーセンターには、

花粉情報・花粉症対策に関する豊富な
データ・ノウハウが蓄積している

取
組

・令和5年5月に花粉症情報センターの
設置及びホームページのページ作成

・花粉情報のホームページ掲載の一元
化（全てアレルギーセンターホーム
ページへ集約）



花粉情報の発信

種類 時期 発信元（Homepage）
スギ・ヒノキ 1月～4月 福岡県医師会

イネ科 5月～6月 福岡県医師会

その他 5月～1月 福岡病院アレルギーセンター

花粉情報



SNSによる情報発信

• 令和５年８月よりインスタグラムを開始。
• アレルギーセンターの活動について、
よりタイムリーな情報発信を行うことが
できるようになった。

• 掲載内容
• 講演会・講習会情報
• 花粉情報
• 相談窓口の紹介
• 食物アレルギーレシピ
• イベント開催状況

• 随時更新

SNSによる情報発信



アレルギー疾患に関する情報提供（令和6年度）

食物アレルギー児のためのアレルギー教室

 9月、12月に開催予定

 福岡在住の食物アレルギーの患者・家族

 食物アレルギーについて楽しく学べる内容を検討中

スキンケア教室

 月1回開催（6－8月）

 福岡在住のアトピー性皮膚炎患者・家族

 スキンケアの指導者として、知識及び指導方法の習得と希望する医療従事者

市民公開講座 「呼吸器・アレルギー教室」

 令和6年１１月４日開催

 参加者を多く募るため、幅広く広報を行う予定（福岡県庁にも広報を依頼予定）

 テーマは「災害」を予定



市民公開講座（呼吸器・アレルギー教室）



スキンケア教室・食物アレルギー教室



アレルギーレシピ冊子の作成配布

アレルギーレシピの冊子作成及び配布

背景

令和3年度よりホームページへ掲載しているアレルギーレシピが蓄積さ
れている。

講習会等にて、１枚ずつ配布していたが、相当数あるため、今後は冊子
として配布予定。

取組
アレルギーレシピ集として冊子を作成
講習会等にて冊子を配布



アレルギー相談窓口

相談内容内訳福岡県アレルギー相談センター

年度 令和３ 令和４ 令和5 令和6年（12月現在）

受
付
方
法

TEL 60 49 52 28

FAX 2 1 1 1

mail 33 38 45 17

相
談
内
容

食物アレルギー 37 45 50 27
薬剤アレルギー 14 17 11 5

気管支喘息 1 1 3 0

アレルギー性鼻炎 1 8 7 3

アトピー性皮膚炎 4 4 9 4

蕁麻疹 5 2 5 0

ワクチン 18 2 1 0
その他 15 9 12 9

計 95 88 98 46

※「その他」：化学物質過敏症、金属アレルギー、

 アレルギー以外の疾患

• 開設日：令和２年７月１日
• 受付方法：

電話（週２回）
FAX（随時）
Mail（随時）

• 回答方法：電話
• 回答期限：受付後1週間以内を目安
• 回答者：アレルギー専門医

ＰＡＥ（看護師）



アレルギー講習会（医療従事者対象） 2023年度

福岡県アレルギー講習会 福岡県児童福祉
施設等職員向け
アレルギー研修会

第1回 第2回 第3回

日程 6月18日 11月23日 3月9日 3月27日（県主催）

方式 集合 集合 集合 集合

講演 食物アレルギー
アトピー性皮膚炎

気管支喘息 花粉症
食物アレルギー

食物アレルギー

実技 エピペン
スキンケア

吸入指導 エピペン
スキンケア

エピペン

講師 医師（専門医）
管理栄養士
看護師（PAE）

医師（専門医）
看護師（PAE）
看護師（慢性呼吸器疾患認定）

医師（専門医）
管理栄養士
看護師（PAE）

医師（専門医）
看護師（PAE）

受講
者数

７５名
医師        6名
看護師   9名
薬剤師 19名
栄養士 31名
教育者 7名
その他 3名

４０名
医師     1２名
看護師    7名
薬剤師   10名
栄養士    6名
その他    5名

３５名
医師  ４名
看護師 7名
薬剤師 8名
栄養士 11名
教育者 2名
その他 3名

90名
 児童指導員
 児童発達支援管理責任者

 保育士
 看護師
 栄養士 等

今年度は第3回を北九州で実施予定



出前講座・エピペン講習

福岡県全域のアレルギー専門医の先
生方およびPAEに講師登録をご依頼
し、講師派遣の依頼があった場合は
近傍の先生方に御依頼する。

遠方や日程調整が難しい場合は、当セ
ンターで作成したDVDを貸出し、シュミ
レーションを行っていただく。

「受講修了施設一覧」をHPへ掲載



両立支援事業

免疫アレルギー疾患患者に係る治療と仕事の両立支援モデル事業参加

事業
概要

令和5年度厚生労働省新規モデル事業

実施主体：都道府県アレルギー疾患拠点病院

両立支援コーディネーターを中心とした免疫アレルギー疾患患者の就職・就労支援

取組

両立支援コーディネーター業務を日本産業カウンセラー協会へ委託
両立支援コーディネーターによる相談・支援を実施

福岡女学院大学の連携して、就職前の大学生を対象とし、オンラインでアレルギー相談を実施
（月2回 1人20分程度 専門医/PAE/CAI）

福岡県内の小・中・高校の養護教諭を対象にアンケート調査。アレルギー疾患で通学できてい
ない、保健室登校になっている児童数の把握と学業を続けながら治療を受けられる体制の検討



チラシはハローワークにも掲示。
当院の両立支援コーディネーターは産業コー
ディネーターを主としている。
産業界に明るいコーディネーターを選択。

現在までに4人の相談があり、
1人は就職
2人は調整中

アレルギー患者の多くは自身で対処している
方がほとんどである。

就労前に相談できる窓口が必要では？

両立支援事業



福岡女学院大学と連携して、学生に対する相談窓口を開設する。

希望者に対して、月2回オンラインで相談事業を行い、就労支援、

必要に応じて受診につなげる。

福岡県の小中高校生のうち、アレルギー疾患のために登校できない・
保健室登校になっている患児の実態を把握するため、学校の養護教
諭対象にアンケートを実施予定。

治療を受けながら、学業を継続できる環境作りを検討していきたい。

就労前のアレルギー相談事業



今後の計画

①情報提供
⇒医療機関検索・花粉情報の周知
県民に役立つ情報の提供を。

② アレルギー相談窓口
③医療者向け講習会⇒各地域での開催。
④出前講座・エピペン講習

⇒DVDの改編。各地域での開催。
⑤両立支援事業
⇒就労支援だけでなく、就学支援も。
必要な医療につなげる。
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